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個別注記表 

１． 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（1）資産の評価基準及び評価方法 

① 関係会社株式 

移動平均法による原価法 

② その他有価証券 

時価のあるもの 

期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定) 

③ 商品及び製品 

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しております。 

④ 原材料 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しております。 

⑤ 貯蔵品 

主として最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しております。 

 

（2）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

1998 年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに 2016 年４月１日以降に取得した建物附属設備並びにレンタル

契約に供する資産････････････････定額法 

その他････････････････定率法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物             ３年～38年 

レンタル資産    １年～５年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

市場販売目的ソフトウエアについては見込販売数量に基づく償却額と見込有効期間（３年以内）に基づく均等配分額とのいずれ

か大きい額を計上する方法によっております。また、自社利用目的ソフトウエアについては、社内における見込利用可能期間（５年

以内）に基づく定額法によっております。 

③ リース資産 

定率法により償却しております。 

（3）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回

収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員に支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を、見積り計上しております。 

③ 製品保証引当金 

商品及び製品の保証費用及びクレーム費用の支出に備えるため、過去の実績率をもとに発生する見積額を計上しております。 

④ 事業損失引当金 

関係会社の事業の損失に備えるため、関係会社の財政状態等を勘案して、当社が負担することとなる損失見込額を計上しており

ます。 

⑤ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。 

数理計算上の差異については、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(７年)で、発生年度の翌事業年度から定額

法により償却を行っております。 

 

（4）収益及び費用の計上基準 

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当履行義務を充足する通常の時点（収

益を認識する通常の時点）は以下のとおりです。 

機器の販売又は機器の卸販売による収益は、機器の引渡しを行い機器に対する支配が顧客に移転した時点で収益を認識しており

ます。サービスの提供による収益は、履行義務が一時点で充足される場合にはサービス提供完了時に収益を認識しております。一

定期間にわたり充足される場合にはサービス提供期間にわたり定額で又は進捗度に応じて収益を認識しております。 

 

（5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、当事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は当事業年度の損益として処理しており

ます。 
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（6）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

① 繰延資産の処理方法 

社債発行費 

社債発行費は、支出時に資産として計上し、償還期間（５年）にわたり均等償却を行っております。 

② ヘッジ会計の方法 

(ⅰ)ヘッジ会計の方法 

原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては特例処理によっ

ております。 

(ⅱ)ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。 

ヘッジ手段・・・金利スワップ 

ヘッジ対象・・・借入金利 

(ⅲ)ヘッジ方針 

デリバティブ取引に関するリスク管理規則及び取引限度額等を定めた職務権限規則（職務権限表を含む）に基づき、ヘッジ対

象に係る借入金利変動リスクを一定の範囲内でヘッジしております。 

(ⅳ)ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ対象のキャッシ

ュ・フロー変動の累計を比較して有効性を判定しております。ただし、特例処理によっている金利スワップについては、有効性

の評価を省略しております。 

③ 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

④ グループ通算制度の適用 

グループ通算制度を適用しております。 

 

２． 貸借対照表に関する注記 

（1）担保に供している資産及び担保に係る債務 

担保に供している資産 

建 物 140,852 千円 

土 地 570,586 千円 

 計 711,439 千円 

 

担保に係る債務 

短期借入金 226,050 千円 

１年内返済予定長期借入金 33,271 千円 

長期借入金 281,378 千円 

 計 540,699 千円 

 

（2）有形固定資産の減価償却累計額は647,282千円であり、減損損失累計額を含んでおります。 

（3）保証債務 

① 借入債務 

 次の会社の金融機関からの借入債務に対し、保証を行っております。 

株式会社バルテックネットワークス（子会社） 535,412 千円 

② 家賃債務 

次の会社の家賃債務に対し、債務保証を行っております。賃借人が家賃を解約予告期間以上、支払遅延した場合、賃貸人は賃

借人との賃貸借契約を解除する契約になっているため、支払遅延時から契約解除時までの最大リスク額を家賃の解約予告期間の

月数相当額を保証債務として記載しております。 

株式会社バルテックネットワークス（子会社） 88,790 千円 

 

（4）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 1,342,007 千円 

長期金銭債権 550,736 千円 

短期金銭債務 507,273 千円 

 

（5）取締役、監査役（執行役）に対する金銭債権及び金銭債務 

該当する金銭債権及び金銭債務はありません。 
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３． 税効果会計に関する注記 

繰延税金資産の発生の主な原因は、貸倒引当金の繰入限度超過額、減価償却限度超過額、退職給付引当金の否認等であります。 

 

４． 関連当事者との取引に関する注記 

(1)子会社及び関連会社等 

種類 
会社等の名

称 
所在地 

事業の内容

又は職業 

議決権等の

所有（被所

有）割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 

(千円) 

子会社 
㈱ﾊﾞﾙﾃｯｸｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 

東京都

新宿区 

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ事

業 

所有 

直接 100% 
なし 

経費立替 168,375 立替金 198,852 

不動産賃料・

動産賃借料 
8,746 - - 

子会社 
㈱ﾊﾞﾙﾃｯｸﾌｨ

ｰﾙﾄﾞｻｰﾋﾞｽ 

東京都

新宿区 

ﾊﾟｿｺﾝ修理

事業 

所有 

直接 100% 
なし 

経費立替 911,220 
長期未

収入金 
544,003 

不動産賃料・

動産賃借料 
12,404 - - 

子会社 
㈱ﾊﾞﾙﾃｯｸﾈｯ

ﾄﾜｰｸｽ 

東京都

新宿区 

ﾘｰｽ･ﾚﾝﾀﾙ事

業・ICT 機

器販売 

所有 

直接 100% 
債務保証 

経費立替 199,413 立替金 96,957 

不動産賃料・

動産賃借料 
10,251 - - 

債務保証（借

入・家賃保

証）(注２) 

624,202 - 624,202 

子会社 

㈱ﾊﾞﾙﾃｯｸｼﾞ

ｬﾊﾟﾝ（注

３） 

東京都

新宿区 

ICT 機器販

売 

所有 

直接 100% 
なし 

仕入（販売手

数料） 
452,641 - - 

子会社 
㈱ﾊﾞﾙﾃｯｸｻｲ

ﾝ 

東京都

新宿区 

DX 推進事

業 

所有 

直接 100% 
なし 

仕入（販売手

数料） 
108,542 買掛金 7,053 

子会社 ㈱ｵﾌｨｽ 24 
東京都

新宿区 
BPO 事業 

所有 

直接 100% 
なし 

経費立替 460,337 立替金 1,037,277 

不動産賃料・

動産賃借料 
12,624 - - 

子会社 

㈱ﾊﾞﾙﾃｯｸ

IT ｿﾘｭｰｼｮﾝ

ｽﾞ 

東京都

新宿区 
SI 事業 

所有 

直接 100% 
役員の兼任 

仕入（販売手

数料） 
58,220 買掛金 133,583 

経費未払 55,480 未払金 56,769 

子会社 
ｴﾘｱﾋﾞｲｼﾞｬ

ﾊﾟﾝ㈱ 

東京都

新宿区 

ｿﾌﾄｳｴｱ 

開発･販売 

所有 

直接 100% 
なし 経費未払 23,014 未払金 86,630 

子会社 

VALTEC 

TECHNOLOGY 

CO., LTD. 

台湾 

新北市 

ICT 機器 

の製造・販

売 

所有 

直接 100% 
役員の兼任 

仕入（製品原

価） 
397,697 買掛金 61,388 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）取引金額及び期末残高には消費税等が含まれております。 

（注２）㈱バルテックネットワークスの借入債務及び家賃債務について、債務保証を行ったものであります。なお、保証料の受領は行って

おりません。 

（注３）㈱バルテックジャパンは、2024 年 12 月 16 日付、㈱バルテックネットワークスとの吸収合併により消滅会社となっております。 

 

(2) 役員及び個人主要株主等 

該当事項はありません。 

 

５． １株当たり情報に関する注記 

１株当たり純資産額           491円 97銭 

１株当たり当期純利益       259円 78銭 
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６． 重要な後発事象 

（1） 無担保社債の発行 

2025年２月 17日に開催した取締役会において、銀行保証付き無担保社債の発行に関する決議を行い、以下のとおり

発行いたしました。 

名称：株式会社バルテック 第 15回無担保社債 

   （株式会社三菱ＵＦＪ銀行保証付き及び適格機関投資家限定） 

① 発行年月日：2025年３月 21日 

② 発行総額 ：２億円 

③ 発行価格 ：1,000万円 

④ 利率   ：年 1.27％ 

⑤ 償還方法 ：半年ごと 2,000万円の均等定時償還 

⑥ 償還期限 ：2030年３月 21日 

⑦ 資金使途 ：運転資金 

 

（2）重要な設備投資 

2024 年９月 11 日に開催した取締役会において、以下のとおり当社所有地にて金沢事務所の建替えを決議しました。

また、2024年 11月 13 日に開催した取締役会において、建築工事請負契約締結を決議し、2024年 11月 18日に締結い

たしました。 

① 建替えの目的 

既存建物の老朽化及び、さらなる事業拡大のため、建替えるものであります。 

② 設備投資の概要 

(ⅰ)金沢事務所建替え 

(ⅱ)所有地 石川県金沢市小坂町北 195番 1 

(ⅲ)建物の構造 重量鉄骨造 ３階建 

(ⅳ)床面積 649.03㎡ 

③ 引渡日 

2025年７月 30日（予定） 

④ 建替え費用 

298百万円（税別） 

（内訳）設計費 9百万円 

建設工事費 278百万円 

隔地解体費 11百万円 

なお、設計費は、2024年 4月 17日に 1百万円、2024年 11月 1日に 8百万円を支払い、建設工事費は、2024年

11月 18日に 5百万円、2025年 2月 28日に 200百万円を支払い、隔地解体費は、2025年 2月 28日に 1百万円を

支払いました。また、今後 2025 年７月 28 日に建設工事費 73 百万円、2025 年 9 月 30 日に隔地解体費 10 百万円

の支払を予定しております。 

 

 

７． 当期純損益金額 

当期純利益   770,201 千円 

以上 


